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▲1月29日に行われた会議の様子

   改良が終ったダムについて、サケ類がどれだけ遡上しているか、産卵しているかについ
て、継続して調査を行っています。
　イワウベツ川、チエンベツ川、サシルイ川、ルシャ川、羅臼川の5つの川でのモニタリング
調査の結果、今年度はカラフトマス、シロザケともに来遊数が少なかったこともあり、ほ
とんどの河川では改良ダムの上流までの遡上は少ない結果でした。また、ルシャ川では一
部のダムの落差が拡大し、シロザケの遡上に障害が生じていました。

   気候の変化が知床の生き物にどのように影響するかを調べ
るために、水温変化に敏感なオショロコマの生息状況について
モニタリングをしています。
　今年は37河川で水温を観測し、その内の8河川でオショロ
コマ生息数の調査が行われました。水温が高い河川ではオシ
ョロコマが少なく、成長にも影響している可能性があること
が報告されました。

　昨年度、先行的に改良を行うことに決まった「オッカバケ
川」「モセカルベツ川」の2河川3基のダムについて、検討中
の改良方法の説明のほか、地域に住む方たちとのダム改良に
関しての意見交換の内容についても報告が行われました。
　また、35基の「第2次検討ダム」については、ダムが魚に
与えている影響などを調査・整理し、どのダムを改良するの
か検討を行うこととなりました。今年の秋から対象となる河
川の現地視察等を行い、第2次検討ダムの検討を開始します。

▲知床岬近くのモイレウシ川の調査風景

オショロコマ生息状況の長期モニタリングオショロコマ生息状況の長期モニタリング

ダム改良効果検証モニタリングダム改良効果検証モニタリング

これから改良を行うダムについてこれから改良を行うダムについて
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「河川工作物アドバイザー会議」では、災害から生活を守りながらサケ類が遡上できる

ように、各専門家が行政機関に対して、ダムの改良工事や遡上調査について助言をして

います。しんぶんでは、その活動についてタイムリーな情報をお伝えします！
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名城大学理工学部・環境創造学科
准教授
魚類の生態学が専門です．知床半
島でオショロコマと外来魚類の関
係を調査しています

オブザーバーの
谷口です。

河川工作物アドバイザー会議は新メンバーを迎えます河川工作物アドバイザー会議は新メンバーを迎えます

   世界遺産指定後10年目となり、第1次検討ダムの改良とその評価が終了するなど、会議として大
きな区切りを迎えたことから、来年度は委員の交代が行われる予定です。新しい委員につきまして
は次号より紹介をして行きます。

お知お知
らせらせ

▲提出された知床の保全状況報告

　今から10年前の2005年、知床が世界自然遺産に登録されました。その後、2012年に
開催された第36回世界遺産委員会にて、知床の保全状況について審議がなされ、その決議
が行われました。決議の中には、以下のような知床のダムに関する内容がありました。

　
サケ科魚類の移動と産卵の状況のモニタリングを継続するとともに、サケ科魚類の移
動と産卵を確保するために、ルシャ川において、必要に応じて、他の適切な手段を含
む河川工作物のさらなる改良を行うことを検討すること。
遺産内のサケ科魚類の移動と産卵の改善における進捗状況を含めた遺産の保全状況を
提出すること。

　2015年1月に、その決議に対する回答として、知床の保全状況に関する以下の報告が、
世界遺産センターへ提出されました。

　　この報告は、今年開催される第39回ユネスコ世界遺産委員会で検討される予定です。

ユネスコ世界遺産センターへ報告が提出されましたユネスコ世界遺産センターへ報告が提出されましたユネスコ世界遺産センターへ報告が提出されました

これまでのサケ科魚類モニタリングの実施状況結果。

遺産の核心的地域にある「ルシャ川」「テッパンベツ川

」「ルサ川」で、遡上数、産卵床数についての長期モ

ニタリングを2013年から開始していること。

ルシャ川のダムでは、現在の状況と課題を踏まえ、今

後も引き続き改良の検討を行うこと。

5河川13基のダムについて改良が完了し、そのモニタ

リング結果では改良の効果が見られること。

今後は第2次検討ダムとして、35基のダムについて改

良の可能性を検討すること。
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